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寄 稿
動物の経穴図はあるのか?
Arethereanimal'spointsmapchart?
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ABSTRACT
Thepointsmapchartisindispensabletodotheacupuncturemoxibustion.ThepointsmapchartfTorahuman
acupunctureandmoxibustiontherapylSCOmPleted,andithasbeenstufedbyalongtimeClinicalperson.However,
manystilarenotdonethoughanimal'Sacupunctureandmoxibustiontherapyisbeingdonebysomeclinical
veterinariansetc.Iwouldlikeaclinicalveterinariantopackthispointschartfurtherbecauseitpresentsthepoints
chartoflargeanimalshorse,thecow.thepig,thedog,andthecat,etc.here.
Ⅰ.緒論 1)2)
東洋医学的な診療を施すには､経穴あるいは経
絡図が必要不可欠であり､ヒトにおける鍛灸治療
において､経穴ならびに経絡図は,鍍灸治療の基
礎である｡このように経穴 (以下ツボ)は､臨床
上応用する上で主要な拠り所(指針)となっている｡
ツボに対する認識は､長い医療実践を通じて得
られたものであり､長期にわたる医療実践はツボ
に対する知識を高めてきた｡また､ツボは鍍灸治
療での刺激点であり､｢穴道｣とか ｢輸穴｣｢孔穴｣
｢気穴｣などとも呼ばれ､体表の位置から深く内部
まで結びつけて認識していたことが判断できる｡
ヒトは体をぶつけて傷つけた(刺し傷や火傷も
含めて)結果､その部分の疾患や痛みが鍍灸治療に
より軽減 ･治癒する体験を持つことが判かったO
このように実践の経験が不断に蓄積される中で､
次第に鋪灸を用いて病気を治すようになってきた｡
ツボは､その内部連絡をする通路を持っている
ことが認識されるようになった｡これらの相互に
連絡する通路は､｢経絡｣と名づけている｡
経絡と密接に関係するのが ｢脈気｣であり､｢素
問｣ではツボを ｢脈気の発するところ)｢気穴｣と呼
んでいるD後には､また ｢輸穴｣や ｢孔穴｣など
と呼ばれているが､その意義は同様のものであるD
現代の医学知識では､ツボは体内のある組織が体
表に投影されたものであり､ツボには神経､血管､
筋肉およびその他の組織が含まれているというこ
とができる｡解剖学的には多くのツボが神経幹や
その分枝部位にあることが証明されている｡従っ
て､ツボの特徴をさらに研究するためには､解剖
学的な知識を把握する必要がある｡
ツボにはもう一面の意義がある｡ 即ち､ツボは
疾病の反応点としても存在しているのである｡反
応点とは､局所に現われる自発痛や､検査によっ
てわかる圧痛､過敏反応､皮膚の光沢異常､電気
抵抗の低下などの現象である｡反応点に対する検
査は､ツボが診断上の価値をも兼ね備えているこ
とを示しているO臨床上､過敏点を探して鋪灸の
取穴とする根拠はここにある｡ツボは疾病の反応
点であり､また､刺激上の刺激点でもあるので､
臨床上の応用ではこの二つの面が互いに結び付け
られ使用されている｡
Ⅱ. 動物の経穴図(成績):
動物の経穴図は､晴時代 (AD581･618)に ｢伯
楽療馬経｣｢療馬方｣｢治馬経｣｢治馬縫目｣｢治馬
経図｣｢馬経孔穴図｣｢雑撰馬経｣｢治馬牛酪舵等経｣
等､九書物に記録が残っていることからも明らか
なように､古くから行なわれていたことは事実で
ある｡2)また､河北中獣医学校発刊の中獣医手冊
にも見られるように､馬 (第 1図)､牛(第2図)､
豚の経穴図(第 3図)が示しているように古くから
中国においても動物におけるこれらの獣医経穴図
においては馬､牛､豚等であるが､いずれの動物
の経穴図においても経穴(ツボ)図のみであり､経絡
図はいずれの動物も経絡図の記録が無い状況であ
る3)｡これは何故であるかは不明であるが､経穴
図に記載してあるが､鍛灸治療においては経穴図
が必要であるが､経絡図までは記載がないので必
要がないと思われる｡
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第 1図 馬の経穴図 (河北中獣医学校編 :中獣医手冊より)
第2図 牛の経穴図 (河北中獣医学校編 :中獣医手冊より)
第3図 豚の経穴図 (河北中獣医学校編 :中獣医手冊より)
また､DaineStein:NaturalHealingforDogs&
Cats,1993.よりイヌおよびネコの経穴図を引用し
たが､これらの経穴図を利用し､日常起こりうる
臨床症例について実施してみていただきたい｡こ
れらの経穴 (ツボ)のうち､特効穴ならびに常用
穴につき残し､効果が不明であったり､何ら反応
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を示さない経穴については削除する形で､この経
穴図を基礎として各臨床家により経穴を詰めたも
のを作成したい｡臨床家諸氏に何年かかるか否か
は分からないが､詰めていただくことを切にお願
いしたい｡
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第4図 イヌの経穴図 (DaineStein･'NaturalHealmgforDogs&Cats,1993.より)
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第5図 ネコの経穴図 (DaineStein:NatlralHealingf♭rDogs&Cats,1993.)
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<考察ならびに結論>
今回は､経済中大動物である馬､牛及び豚の 3
種類の動物の経穴 (ツボ)ならびに最近､戸建て
住宅やマンションにて飼育できるところが多くな
っている愛玩動物のイヌおよびネコの経穴図を提
示したので､臨床獣医師諸氏により鋪 ･灸治療を
行なっていただきたくよろしくお願いしたい｡鍍
灸治療は､獣医師であればすべての方が施術でき
ることであり､そしてこれらの経穴図をさらに詰
めていただきたいO特効穴あるいは有効な経穴を
発見できましたら､著者-ご送信していただきた
くよろしくお願い申しあげます｡
(E･mail:kurabava@morinomiva-u.ac.jT),TEL:
06-6616-6937)
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